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トビ イ ロ ウ ン カ に 対 す る ク ロ ル ジ メ ホ ル ム

の 作 用 性
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クロルジメホルムは 当初殺ダニ剤 として開発 されたが,我 国

ではニ カメイチ ュウに対 して も 従来の殺虫剤 とことな る 特異な

生物活性 を示 すこ とが確認 され(池 山ら,1970),ニ カメイチ ュ

ウ防除剤 として実用化 され ている。

しか し,ニ カメイチ ュウ以外に も 野外の試験結果か らい くつ

かの害 虫に 実用性 が認め られてお り,こ の うち トビイロウンカ

に対 しては,ク ロルジ メホルム粒剤または 粉剤は通常用い られ

ているカーバ メー ト系薬 剤 には劣る ものの,か な りの密度抑制

効 果を示 す試験結 果が えられ てい る(日 本植物防疫協会1969, 

1970)。

ウン カ類に対 す るクロルジメ ホル ムの 作用性につい ては 広島

県 農試(1970)で ヒメ トビウ ンカを 主 体 とした研究 がな され て

いるが,わ れわれは トビイ ロウ ンカに 対 す るクロルジ メホル ム

の作用性を解析す るための 室内試験 を行 ない,以 下 の知 見をえ

たので報告す る。

材 料

供試 トビイ ロウンカは25℃, 16時 間照 明下で稲芽出 し苗 を

用 いて累代 飼育 した ものであ る。殺虫試験には羽化後4日 以内

の成 虫,産 卵試験 には羽化後4日 を経過 した成虫 を供試 した。

試験 には,目 的に応 じてそれぞれ大型試験管:3(直 径)×20(長

さ)cm,小 型試験管:1.8×18cm,プ ラスチ ック製容 器:8×15

cmを 用いた。 供試薬剤 は 日本農薬 株式会社 より 供与 された ク

ロルジメホルム塩酸塩原体(純 度97%)で ある。稲 芽出 し苗の

浸根処理 はいずれ の試験 でも約8cmの 稲苗 の根 部を クロルジ

メホル ム水溶液に25℃ で所定時間浸漬 したのち,軽 く水洗 し

て行な った。

結 果 と 考 察

殺虫作用:局 所施用に よるLD50は24時 間後で0.5μg/虫

前 後であ り,48時 間後でも0.1～0.2μg/虫 であ った。 カーバ

メー ト系薬 剤のLD50が0.005μg/虫 以下,有 機 リン系薬 剤で

もほ とんどが0.05μg/虫 前 後であるこ とに くらべる と(福 田 ・

永 田,1969),局 所施用に よる殺虫作用は小 さい(第1表)。

次に吸汁に よる 殺虫作用 を調 べるために,浸 根処理苗 を大型

試験管に10本 ずつ入れて,ト ビイロウンカ ♀ 成 虫10頭 を放

第1表 局所施用による殺虫作用15頭 ×3反 覆

*Yは 死虫率のプ ロビ ット,Xは 薬量 ×102。

第2表 浸根処理 による殺 虫効 果(死 虫率%)

10♀ ×3反 覆

ち,所 定時 間後の死虫率 を求めた(第2表)。

24時 間浸根 処理苗に48時 間接触 させて も,殺 虫効果は全 く

み られなか ったが,48時 間浸根 処理苗 では1,000ppmの もの

に48時 間接触 させた場合 は じめて明 らかな殺虫効果が認め られ

た。

これ らの結果か ら,ト ビイ ロウ ンカ成 虫に対 しては,ク ロル

ジ メホル ムの接触 による 致死作用 ならびに浸透移行 による 吸 汁

致死作用は きわめ て小 さい と考 えられ る。

産卵に及ぼす影響:ク ロルジメホルム浸根 処理 苗を10本 づつ

大型試験 管に入れ,♀ ♂ 成 虫各5頭 を放 って,25℃ で5日 間

産卵 させた。 産卵期間中は 毎 日生存虫数 を調査 し,5日 後 に生

存 虫を取 り除いてか ら 拡大鏡下で苗を分解 して 産卵数 を調べた

(第3表)。

第3表 浸根 処理 によ る産 卵抑 制作用5♀ ×3反 覆

(24hr浸 根)
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その結 果,10ppm処 理 区では,24, 48時 間処理区 とも1♀ ・

1日 当た り産卵数 は無処理 の約1/2に 減少 した。 この場合,卵

塊数 の減少 はほ とん どなく,産 卵 数の減少 は1卵 塊 当た りの卵

数 の減少に基 づくこ とが 認め られ た。100, 1,000ppm処 理 区

では24, 48時 間処理 区 とも産卵はほ とん どみ られ なか った 。

次に,無 処理苗 と浸根 処理苗(24時 間)と を小 型のサ ンプル

びん(直 径1.7cm,長 さ4cm)に 立 ててプラスチ ック容 器内

に並べ て置 き,ト ビイ ロウンカ成 虫 ♀♂ 各5頭 を放 って,そ の

静止状況 と産卵状況か ら 処理苗に対す る 忌避 の程度 を調 べた。

す なわ ち,産 卵は25℃ で5日 間行 ない,毎 日一 回,一 定時刻

に ウンカの静止位置 を観察 した後,稲 苗の分解調査 に よって産

卵数 を求めた。

第4表 に示す よ うに,ウ ンカの静止位置 については 明 らかな

傾向が認め られ なか った 。ただ,100ppm処 理 区で処理 苗への

静止回数が若干減 って,容 器内壁に静止す る ひん度が高 くな っ

ていたが,無 処理 苗へ集中す る傾向はみ られ なか った。 産 卵状

況については,第5表 に示す よ うに,い ずれ の濃度 で も処理 苗

を忌避 して 無処理苗 へ選択的に 産卵 する とい う 傾向 はみ られ

ず,処 理濃度が高 くなるにつれ て 無処理苗 への産卵 も一様 に減

少 してい る。

第4表 トビイロウンカ成 虫による静止 位置 の選択 ＊

5♀ ・5♂×4反 覆

＊ 対照 区は無 処理苗を2個 放置 した。数値 は5日 間ののべ

観察個 体数。()は 同構成比%。

第5表 浸根苗に対す る産卵忌避*1 5♀ ×4反 覆

*1 Tは 処理苗,Uは 無処理苗をあ らわす。
*2 t-検 定に よる平均値間の比較では0 .4>P>0.2

これ らを総合す ると,ト ビイ ロウ ンカが 処理苗を識別 して産

卵 忌避 をする ことはな く,吸 汁ない し産 卵行動は無 差別に行わ

れ るが,10ppm以 上 の濃度 で処理 された苗に ウンカが接触 ま

たは吸汁す ることに よって 産卵能力が抑制 され,そ の結果処理

苗へ の産卵が減少 した もの と推察 され る。

卵のふ化 に及ぼす影響:芽 出 し苗10本 を大型試験管 に入れ

て,成 虫 ♀♂ 各5頭 を放 って48時 間産卵 させ,成 虫を取 り除

いた後 にこの産卵苗 を 小型試験管 に移 した。 試験管 の底 部には

2mlの クロルジメ ホル ム水溶液を 注入 して25℃ に保ち,産

卵終了 日よ り14日 後にふ化率 を求めた(第6表)。

第6表 浸根 処理 によるふ化抑制5♀ ×8反 覆

その結 果,10, 100, 1,000ppmの いずれの濃度 で もふ化 率

の低下が認め られ た。 しか し,処 理濃度 とふ化率 の間に相 関は

認め られず,1,000ppmの 高 濃度 処理 で も50%程 度 のふ化 率を

示 した ことか ら,ク ロルジメホルム浸根 処理 のふ化抑制作 用は

微弱で あると考え られ る。 ふ化幼虫 の死亡率 は 処理濃度 に比例

して高 くなってお り,ふ 化幼虫に 対 してもクロルジメホルムの

影響が認め られ るが,薬 液の存在す る試験管内で 行 なわれ たこ

の試験か らは,卵 の段階で受 けた影響に よるものか,幼 虫に対

す る直接的作用に よるものか 明 らかにす ることがで きなか った。

われわれが 同一条件で調査 した カーバ メー ト系薬剤 のふ化抑

制作用は クロルジメホルム よ りも強 く,MIPC, MTMC, 

MPMC, PHC, BPMCな どは5～10ppm以 上で はふ化 を完

全に抑制 した(未 発表)。 したが ってクロルジメホルムのふ化抑

制作用は野外で 認め られた 密度抑制効果に あま り寄与 していな

い と思われ る。一方,10, 100ppm処 理区で はふ化幼虫 の半数

以上が試験管頂部の綿栓内で 死虫 となって観察 された。 クロル

ジメ ホル ムは ニカメイチ ュウな どに対 しても 摂食忌避作用 を 示

す ことが認め られ てお り,こ こでえ られた観察結果 は トビイロ

ウンカ幼虫に対 して も 類似の作用 があ ることを示 した ものと考

え られ る。
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